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平成１９年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）
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【全体事業概要】
整備面積 530.8ha
（片上池）管理棟、木製デッ
キ、園地整備、橋梁整備
（城の浜）オートキャンプ場、
プール、体育館、温水利用
型健康運動施設整備、園地
整備、多田ヶ瀬園路整備
（大白）園地整備、橋梁、テニ
スコート、芝生広場、大白、
藤ヶ谷池整備、野外学習施
設

17,193 90.5%

【目的】
関西・中部の大都市圏を含
めた広域的な都市圏のレク
リエーション需要を充足しつ
つ、東紀州地域の活性化と
連携した都市公園を整備す
る。

社会状況の変化を見越した利
用者予測について、妥当と判断
できる説明が不足していた。
従って、高速道路の整備状況を
踏まえた利用者予測結果の提
出を求める。さらに公的健康温
泉施設について、利用者の想
定および城の浜地区の民間ホ
テルとの役割分担を踏まえた計
画方針の提出をまって再審議と
する。

〜

（片上池）
管理棟は供用済み。
平成13年度より、道の駅
としての機能を追加し利
用者を増進させている。
平成18年度より木製デッ
キの整備に着手し、同年
一部供用した。
供用面積3.0ha

（城の浜）
オートキャンプ場、プー
ル、体育館は供用済み。
供用面積39.9ha

（大白）
園路、橋梁、芝生広場、
テニスコートは供用済
み。
供用面積4.3ha

長期間を要しているた
め、社会経済情勢は大
きな変化を伴っており、
レクリエーションニーズ
も大幅に変化してきて
いる。このため、本公
園事業は再評価審議
スパンである5年を区
切りとし、再評価委員
会に確認しながら事業
を進めている。

費用便益分析結果
（片上池）
B/C=3.31
(城の浜）
B/C=3.60
（大白）
B/C=1.88
（全体）
B/C=3.22

コスト縮減
維持管理コストの縮減という
課題に対し、平成18年度より
「指定管理者制度」を導入し
ました。対前年比約2百万円
の縮減効果が得られており
ます。

代替案
本事業は、住民参画により基
本計画を策定し、再評価にお
いて確認しながら進めてきた
事業であるため、住民ニーズ
及び社会情勢に即した計画
であると考えています。また、
現在の進捗状況や用地買収
の状況から判断しても、現計
画で進めることが妥当と判断
しています。

早期の事業効果を
発現するために、熊
野灘臨海公園6地区
のうち片上池地区、
城の浜地区、大白
地区の3地区を重点
整備地区として設定
し、予算の重点化を
図ってきています。
今後の事業進捗を
阻害する要因も見当
たらないことから、平
成24年度を目処とし
て整備を完了しま
す。



（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済
状況等の動向

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名
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42,589 30.1%

H37 1,016 98.1%

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承す
る。

〜

（残事業）

・管渠整備： 1,040ha
・ポンプ場整備： 2箇所
・処理場整備： 1箇所
（18.8千m3/日最大）

（社会的変化）
①少子高齢化に伴い
行政人口が減少傾向
②汚水量(原単位)及び
工場排水量の減少
③全体計画諸元の見
直し

（経済的変化）
本市では税収は僅か
に回復傾向にあるもの
の、三位一体改革によ
る交付金の削減あるい
は合併しなかったこと
による特別交付金の
減額により、財政は厳
しい状況であるが、公
共下水道事業につい
ては市の主要事業とし
て財源の確保に努め
ているところである

（費用対効果分析）
Ｂ／Ｃ＝2.83

（コスト縮減）

①全体計画の見直しによる
処理区の再編（新規処理場
の削減） ②管渠の最小管径
の見直し ③マンホール間距
離の見直し ④小口径マン
ホールの採用 ⑤再生材の
活用

（代替案）
現実的側面から該当なし

中央処理区内の優
先順位の高い地区
から幹線及び面整
備を行い、これによ
る処理場への流入
水量の増加に合わ
せて段階的な処理
施設の増設を行う。
平成３７年度の完成
を見込んでいる

②

（概要）

・計画区域面積： 1,286ha
・計画処理人口： 48,050人
・管渠整備： 1,286ha
・ポンプ場整備： 2箇所
・処理場整備：1箇所（26.3千
m3/日最大）

43,605 31.7%

（目的）

名張市周辺の公共用水域の
水質保全と生活環境の改善
を目的に公共下水道を整備
する
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